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【概要・目的】近年アストロツーリズムに注目が集まっており、さまざまな地域において「星空」

を観光資源、地域資源としたイベントや星空ツアーが行われている。それに伴い、たくさんの観

光客が年間を通し星空を見ており[1]、参加している観光客はアストロツーリズムに「綺麗な星空」

を期待し参加している[2]。一方で星空の質は観光客の期待に応じられるよう、毎回一定水準が求

められるはずだが、月齢、気象条件（雲量や天気）、空の暗さなど様々な環境要因により、常に変

化している。 

本報では、「観光客の星空評価は、気温や雲量、月明かりなど個別事象よりも総合的な事象である

空の暗さと相関がある」を仮説とし、各種データの収集、調査を行なった。 

【環境要因データの取得】空の暗さの測定は SQM-LEを用いた。SQMはUnihedron社が開発し

た夜空の表面輝度(以下 NSB)を計測する機器であり、単位立体角あたりの等級値 (mag/arcsec2)

が計測できる。SQMは安価で簡易的に継続して計測できることから、国際的に広く使用されてい

る[3]。気象条件については、Open Weather Map APIから天気、気温、雲量を取得した。Open 

Weather Mapは各国の気象機関の観測値や予測モデルを組み合わせ、世界中のあらゆる地点の気

象情報を提供している。気象庁や国内の気象情報会社の方が精度が高い可能性も考えられるが、

アストロツーリズムでは雲量が重要な環境要因であること、気象機関の観測地の少ないところで

催行されることから、任意の地点の雲量が自動取得可能な本サービスを使用することとした。 

それぞれ、10分おきに計測・取得し、データについては Astrotourism.jpのデータベースに書き

込み、同サイトより閲覧及びデータのダウンロードができるようにした。 

これらのシステムを筆者らの研究フィールドである和歌山県紀美野町みさと天文台

（34°08'40.1"N 135°24'23.9"E）へ設置し、2021年 9月よりデータ収集を行なってきた。 

【星空評価の調査】本調査では、みさと天文台の星空ツアー参加者による星空評価を比較分析し

た。具体的には星空ツアー催行中、参加者に対して、現在の夜空の美しさを 5 段階で評価しても

らった。評価に際しては、参加者らが暗順応してから実施することとし、また事前にバイアスが

かからないよう、ガイド職員は当日の夜空の状態について言及しないようにした。本調査は、お

およそすべての月齢の日に調査できるよう 2022年 5月 1日から 6月 12日の期間に実施した（図

1 に収集データの一部を示す）。なお、天文台の休館日および悪天候時(ツアー中止時)は調査して

いない。また、NSBは月明かりの影響を大きく受けるため、調査日時において月が出ている場合

は『天文年鑑 2022』より月の等級データを取得した。これらの調査及び環境要因データを用い、

比較分析を行なった。 



 

 

 

 

 

 

 

【結果】表 2 は来館者の星空評価の平均と環境要因データと相関分析を行なった結果である。来

館者の星空評価の平均（以下、来館者評価と言う）とNSBには正の相関（図 2）が、雲量とは負

の相関がみられた。また、月の等級とは弱い相関が見られた。これは来館者が星空を NSB、雲量、

月の等級によって評価していること示されている。次に来館者評価とNSB、雲量、月の等級それ

ぞれの相関係数の差を検定したところ、有意な結果とはならず、本報の仮説は採択できなかった。

この仮説が有意であるか明らかにするにはサンプル数を増やす必要があるだろう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

本調査での NSB の最低値は 19.06mag/arcsec2、最高値は 20.70mag/arcsec2 であった。これは

それぞれ裸眼で５等星まで見える夜空と６等星まで見える空であることを示している[4]。つまり、

参加者は星の数で評価を行なっていることを示唆している。 

【まとめ】本研究は予備的調査と言うこともあり下記のような課題が明らかになった。（１）星空

ツアー実施中に行なったため、属性を踏まえた分析ができなった。（２）評価の際に周りの意見に

同調して答える例が見られた。（３）ツアーガイドに配慮しているのか、極端に悪い評価をする例

が少なかった。（４）調査時期に見られる春の星空は明るい星の少ない季節であり、評価に影響を

与えた可能性がある。まだまだ課題が残るものの、今回の調査では空の暗さ、雲量、月の等級が

参加者評価と相関があることがわかった。だが、観光客の星空評価と環境要因の関係は過去の星

空体験の有無や住所など属性の違いにより変化する[5]。そのため、みさと天文台以外の星空体験

での調査や属性を含めて分析など、今後も継続して調査する必要があるだろう。 
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NSB 気温 雲量 月の等級

相関係数 0.658*** 0.058 -0.486*** 0.383*

※p 値 ***p<0.001, **p<0.01, *p<0.05

表２　観光客評価と環境要因の相関関係

場所 和歌山県紀美野町　みさと天文台

期間 5/1(月齢7.3)-6/12(月齢12.6)

調査人数 250人

調査・計測項目 星空評価、NSB、雲量、気温、月の等級

　表１　調査概要

図 1 調査日(一部)のＮＳＢの変化 

図 2 参加者評価と NSB 


